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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像素子を有する複数のスコープと、
　前記複数のスコープがそれぞれ接続されるとともに、接続されたスコープから送られて
くる画像信号に基づいて映像信号を出力する複数のプロセッサと、
　前記複数のプロセッサと接続するとともに、前記複数のプロセッサのうちいずれか１つ
のプロセッサから出力される前記映像信号を選択的に出力する単一の切替装置と、
　前記切替装置に接続されるとともに、前記切替装置から出力される前記映像信号に応じ
た映像を表示する表示装置と、
　前記切替装置に接続されるとともに、前記複数のプロセッサのうち前記切替装置により
選択されたプロセッサを操作する入力装置であって、前記複数のプロセッサに対してそれ
ぞれ複数の表示関連処理を実行するための複数のスイッチボタンを有する入力装置とを備
え、
　前記複数のプロセッサが第１および第２のプロセッサからなるとともに、前記複数のス
コープが、前記第１のプロセッサと接続する第１のスコープと前記第２のプロセッサと接
続する第２のスコープとからなり、撮像方式に関して、前記第１および第２のプロセッサ
のうちどちらか一方のプロセッサが面順次方式であり、他方のプロセッサが同時単板式で
あり、
　前記切替装置が、前記切替装置に接続される前記第１および第２のプロセッサそれぞれ
の種類を登録するための機種登録スイッチを有し、
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　前記複数のプロセッサの種類に対する前記複数のスイッチボタンと前記複数の表示関連
処理との対応関係が第１の対応関係としてあらかじめ前記複数のプロセッサの種類それぞ
れについて定められ、また、前記入力装置に対する前記複数のスイッチボタンと前記複数
の表示関連処理との対応関係が第２の対応関係として定められ、
　前記切替装置が、前記第２の対応関係に従って前記複数のスイッチボタンのうち操作さ
れたスイッチボタンに対応する表示関連処理を実行するため、前記切替装置により選択さ
れたプロセッサに関する前記第１の対応関係と前記第２の対応関係とに基づいて、前記操
作されたスイッチボタンに応じた信号であって前記入力装置から送られてくる入力操作信
号を前記切替装置により選択されたプロセッサに応じたプロセッサ操作信号に変換し、該
選択されたプロセッサへ送る操作信号変換手段を有し、
　前記操作信号変換手段が、前記機種登録スイッチに対する操作に従って生じるスイッチ
信号と、前記第１および第２のプロセッサのうち前記切替装置によって選択されたプロセ
ッサを示す選択信号とに基づいて、前記切替装置により選択されたプロセッサの種類に応
じたプロセッサ操作信号を、選択されたプロセッサへ送ることを特徴とする電子内視シス
テム。
【請求項２】
　前記操作信号変換手段が、前記選択されたプロセッサの種類に関する前記第１の対応関
係の中で、前記第２の対応関係において前記操作されたスイッチボタンに応じた表示関連
処理と同じ表示関連処理を実行するためのスイッチボタンを選定し、該スイッチボタンの
操作信号を前記プロセッサ操作信号として前記切替装置により選択されたプロセッサへ送
ることを特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡システム。
【請求項３】
　前記入力装置がキーボードであって、前記複数のスイッチボタンが該キーボードにおけ
る複数のファンクションキーであり、前記第１および第２の対応関係がそれぞれ前記複数
のファンクションキーと前記複数の表示関連処理との対応関係であることを特徴とする請
求項１に記載の電信内視鏡システム。
【請求項４】
　前記操作信号変換手段が、前記入力操作信号と前記プロセッサ操作信号との対応関係を
前記複数のプロセッサの種類それぞれについて記録するキーボード情報メモリを有するこ
とを特徴とする請求項３に記載の電子内視鏡装置。
【請求項５】
　前記複数の表示関連処理が、患者名もしくは医師名を前記表示装置に表示する処理と、
前記表示装置に映し出される映像の切替処理と、前記表示装置に表示される時刻の調整処
理とを含むことを特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡システム。
【請求項６】
前記機種登録スイッチの開閉状態に応じてプロセッサの種類が登録されることを特徴とす
る請求項１に記載の電子内視鏡システム。
【請求項７】
前記機種登録スイッチが、４つのスイッチから構成されることを特徴とする請求項１に記
載の電子内視鏡システム。
【請求項８】
　撮像素子を有する複数のスコープがそれぞれ接続される複数のプロセッサであって、接
続されたスコープから送られてくる画像信号に基づいて映像信号を出力する複数のプロセ
ッサが接続されるとともに、
　前記映像信号に応じた映像を表示する表示装置と、前記複数のプロセッサを操作する入
力装置であって前記複数のプロセッサに対してそれぞれ複数の表示関連処理を実行するた
めの複数のスイッチボタンを有する入力装置とが接続され、
　前記複数のプロセッサのうちいずれか１つのプロセッサから出力される前記映像信号を
選択的に出力する切替手段と、
　前記入力装置から送られてくる操作信号を前記選択されたプロセッサへ送る操作プロセ
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ッサ選択手段とを備え、
　前記複数のプロセッサが第１および第２のプロセッサからなるとともに、前記複数のス
コープが、前記第１のプロセッサと接続する第１のスコープと前記第２のプロセッサと接
続する第２のスコープとからなり、撮像方式に関して、前記第１および第２のプロセッサ
のうちどちらか一方のプロセッサが面順次方式であり、他方のプロセッサが同時単板式で
あり、
　さらに、接続される前記第１および第２のプロセッサそれぞれの種類を登録するための
機種登録スイッチを有し、
　前記複数のプロセッサの種類に対する前記複数のスイッチボタンと前記複数の表示関連
処理との対応関係が第１の対応関係としてあらかじめ前記複数のプロセッサの種類それぞ
れについて定められ、また、前記入力装置に対する前記複数のスイッチボタンと前記複数
の表示関連処理との対応関係が第２の対応関係として定められ、
　前記操作プロセッサ選択手段が、前記第２の対応関係に従って前記複数のスイッチボタ
ンのうち操作されたスイッチボタンに対応する表示関連処理を実行するため、前記切替手
段により選択されたプロセッサに関する前記第１の対応関係と前記第２の対応関係とに基
づいて、前記操作されたスイッチボタンに応じた信号であって前記入力装置から送られて
くる入力操作信号を前記切替手段により選択されたプロセッサに応じたプロセッサ操作信
号に変換し、該選択されたプロセッサへ送る操作信号変換手段を有し、
　前記操作信号変換手段が、前記機種登録スイッチに対する操作に従って生じるスイッチ
信号と、前記第１および第２のプロセッサのうち前記切替手段によって選択されたプロセ
ッサを示す選択信号とに基づいて、選択されたプロセッサの種類に応じたプロセッサ操作
信号を、選択されたプロセッサへ送ることを特徴とする電子内視鏡の切替装置。
【請求項９】
　撮像素子を有する複数のスコープと、
　前記複数のスコープがそれぞれ接続されるとともに、接続されたスコープから送られて
くる画像信号に基づいて映像信号を出力する複数のプロセッサと、
　前記複数のプロセッサと接続されるとともに、前記複数のプロセッサのうちいずれか１
つのプロセッサから出力される前記映像信号を選択的に出力する単一の切替装置と、
　前記切替装置に接続されるとともに、前記切替装置から出力される前記映像信号に応じ
た映像を表示する表示装置と、
　前記切替装置に接続されるとともに、前記複数のプロセッサのうち前記切替装置により
選択されたプロセッサを操作する入力装置であって、前記複数のプロセッサに対してそれ
ぞれ複数の表示関連処理を実行するための複数のスイッチボタンを有する入力装置と、
　前記複数の表示関連処理に応じた複数の表示関連処理文字情報を前記入力装置において
表示する文字情報表示手段とを備え、
　　前記複数のプロセッサが第１および第２のプロセッサからなるとともに、前記複数の
スコープが、前記第１のプロセッサと接続する第１のスコープと前記第２のプロセッサと
接続する第２のスコープとからなり、撮像方式に関して、前記第１および第２のプロセッ
サのうちどちらか一方のプロセッサが面順次方式であり、他方のプロセッサが同時単板式
であり、
　前記切替装置が、前記切替装置に接続される前記第１および第２のプロセッサそれぞれ
の種類を登録するための機種登録スイッチを有し、
　前記複数のプロセッサの種類に対する前記複数のスイッチボタンと前記複数の表示関連
処理との対応関係が第１の対応関係としてあらかじめ前記複数のプロセッサの種類それぞ
れについて定められ、前記入力装置に対する前記複数のスイッチボタンと前記複数の表示
関連処理との対応関係が前記切替装置により選択されたプロセッサに対する前記第１の対
応関係に定められ、
　前記文字情報表示手段が、
　前記複数のスイッチボタンの並びに沿って配設された複数の表示部であって、前記複数
のスイッチボタンそれぞれに対応するように並んだ複数の表示部と、
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　前記機種登録スイッチに対する操作に従って生じるスイッチ信号と、前記第１および第
２のプロセッサのうち前記切替装置によって選択されたプロセッサを示す選択信号とに基
づいて、前記切替装置により選択されたプロセッサの種類に対する前記第１の対応関係に
従うように、前記複数の表示関連処理文字情報を前記複数の表示部に表示する選択表示手
段と
　を有することを特徴とする電子内視鏡システム。
【請求項１０】
　前記文字情報表示手段が、前記第１の対応関係を記録するキー操作処理名メモリを有す
ることを特徴とする請求項９に記載の電子内視鏡システム。
【請求項１１】
　前記複数の表示部が、液晶デバイスであることを特徴とする請求項９に記載の電子内視
鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、人体の臓器内などに挿入されるスコープと、撮像画像を表示するためのＴＶ用
モニタが接続されたプロセッサとを備えた電子内視鏡装置に関し、特に、複数のプロセッ
サを装備する電子内視鏡システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
電子内視鏡装置のスコープには、ＣＣＤ等の撮像素子と、光源からの光をスコープ先端へ
導くライトガイドとが設けられており、スコープが体腔内に挿入されると、スコープ先端
から出射する光が反射することによって被写体像が撮像素子に形成される。そして、撮像
素子の受光面では、光電変換により被写体像に応じた画像信号が発生し、プロセッサへ送
られる。プロセッサへ送られた画像信号は、ＮＴＳＣ信号などの映像信号（ビデオ信号）
に変換され、モニタ等の表示装置へ出力される。これにより、医師等のオペレータが、撮
像画像をモニタ上で観察することができる。プロセッサには、モニタのほかにも、撮像画
像をフィルムや磁気性記憶媒体などに記録するための画像記録装置、撮像画像を印刷する
ためのプリンタ、モニタに患者情報を入力するためのキーボードなど様々な装置が適宜接
続されている。
【０００３】
スコープは、観察する部位によってタイプ（径の大きさなど）が異なるため、気管支や大
腸など複数の部位を一度に観察する場合には、スコープをその都度取り替える必要がある
。また、集団検診において電子内視鏡装置を使用する場合、同一のスコープを複数の人に
使用することができないため、一人診断が終了する度にスコープを取り替える必要がある
。そこで、従来では、複数のプロセッサを備える電子内視鏡システムが適用されており、
使用するスコープを適宜プロセッサに接続して診断する。これにより、様々な部位を観察
することができるとともに、多くの患者を診断することができる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、複数のプロセッサを使用する場合、それに合わせて、プロセッサに接続さ
れるモニタ、画像記録装置、キーボードなどの周辺装置の数も増加する。そのため、診断
等を行うために多大な装備が必要とされ、経済的にコストがかかる。また、そのシステム
をセッティングするのに広いスペースが必要であるとともに、セッティングに手間がかか
ることによって診断効率が低下する。さらに、患者名の一覧表示や被写体像の輪郭強調な
どの処理を実行するためのキーボードの操作方法がプロセッサ毎に異なるため、オペレー
タは、複数のキーボードの操作方法をマスターしなければならない。これは、オペレータ
に混乱を招き、作業効率が低下する。
【０００５】
そこで本発明は、スペースの効率および作業効率が上がるとともに、プロセッサを操作す
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るキーボードなどの周辺機器の操作方法に関し、適切かつ効率よく操作を行うことが可能
な電子内視鏡システムを提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明の電子内視鏡システムは、撮像素子を有する複数のスコープと、複数のスコープが
それぞれ接続されるとともに、接続されたスコープから送られてくる画像信号に基づいて
映像信号を出力する複数のプロセッサと、複数のプロセッサと接続するとともに、複数の
プロセッサのうちいずれか１つのプロセッサから出力される映像信号を選択的に出力する
単一の切替装置と、切替装置に接続されるとともに、切替装置から出力される映像信号に
応じた映像を表示する表示装置と、切替装置に接続されるとともに、複数のプロセッサの
うち切替装置により選択されたプロセッサを操作する入力装置であって、複数のプロセッ
サに対してそれぞれ複数の表示関連処理を実行するための複数のスイッチボタンを有する
入力装置とを備える。このような切替装置を設けることによりスペースのとらない簡素な
システムが構成でき、作業効率が上がる。
【０００７】
本発明においては、複数のプロセッサに対する複数のスイッチボタンと複数の表示関連処
理との対応関係は、第１の対応関係としてあらかじめ複数のプロセッサそれぞれについて
定められ、また、入力装置に対する複数のスイッチボタンと複数の表示関連処理との対応
関係は、第２の対応関係として定められる。そして、切替装置は、第２の対応関係に従っ
て複数のスイッチボタンのうち操作されたスイッチボタンに対応する表示関連処理を実行
するため、切替装置により選択されたプロセッサに関する第１の対応関係と第２の対応関
係とに基づいて、操作されたスイッチボタンに応じた信号であって入力装置から送られて
くる入力操作信号を切替装置により選択されたプロセッサに応じたプロセッサ操作信号に
変換し、そして、選択されたプロセッサへ送る操作信号変換手段を有することを特徴とす
る。これにより、オペレータは、複数のプロセッサのうち選択されているプロセッサ毎に
異なる操作方法で入力装置を操作する必要がなく、第２の対応関係に基づいて入力装置の
スイッチボタンを操作するだけで、所望する表示関連処理が実行される。
【０００８】
操作信号変換手段は、選択されたプロセッサに関する第１の対応関係の中で、第２の対応
関係において操作されたスイッチボタンに応じた表示関連処理と同じ表示関連処理を実行
するためのスイッチボタンを選定し、スイッチボタンの操作信号をプロセッサ操作信号と
して切替装置により選択されたプロセッサへ送ることが望ましい。
【０００９】
例えば、入力装置はキーボードであって、複数のスイッチボタンはキーボードにおける複
数の配列されたファンクションキーである。この場合、第１の対応関係および第２の対応
関係は、複数のファンクションキーと複数の表示関連処理との対応関係として定められる
。好ましくは、操作信号変換手段は、入力操作信号とプロセッサ操作信号との対応関係を
プロセッサ毎に記録するキーボード情報メモリを有する。また、複数の表示関連処理は、
患者名もしくは医師名を表示装置に表示する処理と、表示装置に映し出される映像の切替
処理と、表示装置に表示される時刻の調整処理とを含む処理である。
【００１０】
好ましくは、複数のプロセッサが第１および第２のプロセッサからなるとともに、複数の
スコープが、第１のプロセッサと接続する第１のスコープと第２のプロセッサと接続する
第２のスコープとからなる。そして、通常、撮像方式の違いによってプロセッサのシステ
ムが異なり、入力装置に対する操作方法も撮像方式によって異なることから、カラー撮像
方式に関しては、第１および第２のプロセッサのうちどちらか一方のプロセッサが面順次
方式であり、他方のプロセッサが同時単板式であることが望ましい。
【００１１】
また、同時単板式および面順次方式のプロセッサの中にも様々な種類のプロセッサが存在
し、種類によって多少入力装置に対する操作が異なるため、切替装置は、切替装置に接続
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されている第１および第２のプロセッサそれぞれの種類を登録するための機種登録スイッ
チを有していることが望ましい。好ましくは、操作信号変換手段は、機種登録スイッチに
対する操作に従って生じるスイッチ信号と、第１および第２のプロセッサのうち切替装置
によって選択されたプロセッサを示す選択信号とに基づいて、選択されたプロセッサの種
類を判別する。
【００１２】
あるいは、本発明の電子内視鏡システムは、撮像素子を有する複数のスコープと、複数の
スコープがそれぞれ接続されるとともに、接続されたスコープから送られてくる画像信号
に基づいて映像信号を出力する複数のプロセッサと、複数のプロセッサと接続されるとと
もに、複数のプロセッサのうちいずれか１つのプロセッサから出力される映像信号を選択
的に出力する単一の切替装置と、切替装置に接続されるとともに、切替装置から出力され
る映像信号に応じた映像を表示する表示装置と、切替装置に接続されるとともに、複数の
プロセッサのうち切替装置により選択されたプロセッサを操作する入力装置であって、複
数のプロセッサに対してそれぞれ複数の表示関連処理を実行するための複数のスイッチボ
タンを有する入力装置と、複数の表示関連処理に応じた複数の表示関連処理文字情報を入
力装置において表示する文字情報表示手段とを備える。
【００１３】
本発明においては、複数のプロセッサに対する複数のスイッチボタンと複数の表示関連処
理との対応関係は、第１の対応関係としてあらかじめ複数のプロセッサそれぞれについて
定められ、入力装置に対する複数のスイッチボタンと複数の表示関連処理との対応関係は
、切替装置により選択されたプロセッサに対する第１の対応関係に定められている。そし
て、文字情報表示手段は、複数のスイッチボタンの並びに沿って配設された複数の表示部
であって複数のスイッチそれぞれと対応するように並んだ複数の表示部と、切替装置によ
り選択されたプロセッサに対する第１の対応関係に従うように、複数の表示関連処理文字
情報を複数の表示部に表示する選択表示手段とを有することを特徴とする。これにより、
オペレータが所望する表示関連処理に応じた表示関連処理文字情報が表示されている表示
部に対応するように並んだスイッチボタンを操作することにより、所望する表示関連処理
が実行される。すなわち、オペレータは、選択されているプロセッサに従った操作方法を
あらかじめ調べる必要がなく、表示部に表示される表示関連処理文字情報に従ってスイッ
チボタンを操作すればよい。なお、複数の表示部は、例えば液晶デバイスである。
【００１４】
文字情報表示手段は、第１の対応関係を記録するキー操作処理名メモリを有することが望
ましい。
【００１５】
【発明の実施の形態】
以下では、図面を参照して、本発明に係る電子内視鏡システムについて説明する。
【００１６】
図１は、電子内視鏡システムの第１の実施形態を示すブロック図である。また、図２は、
キーボードの操作部分を示した図である。
【００１７】
図１に示す電子内視鏡システムには、第１プロセッサ４０および第２プロセッサ６０とい
う２台のプロセッサが備えられており、第１および第２プロセッサ４０、６０には、それ
ぞれ第１スコープ３０および第２スコープ５０が接続されている。第１および第２プロセ
ッサ４０、６０の双方は、切替装置２００に接続され、切替装置２００は、切替回路２１
０およびキーボード切替回路（操作信号変換手段）２２０を有する。
【００１８】
第１スコープ３０および第１プロセッサ４０による撮像方式としては、面順次方式が採用
される。詳述すると、第１プロセッサ４０内にはキセノンランプ等の白色光源４３が設け
られ、この白色光源４３と第１スコープ３０内のライトガイド３２の入射端との間には、
Ｒ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）の回転カラーフィルタ４４が設けられる。白色光源４３か
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らの白色光は、カラーフィルタ４４により３原色の照明光に順次変換され、体腔内の所定
の部位を照明する。
【００１９】
第１スコープ３０の先端には、撮像素子である第１ＣＣＤ３４が設けられており、第１Ｃ
ＣＤ３４では、被写体のＲ、Ｇ、Ｂ各色の反射光を受け、Ｒ、Ｇ、Ｂ各色毎の１フレーム
分の画像信号が順次発生する。各色毎に発生した１フレーム分の画像信号は、第１ＣＣＤ
３４から順次読み出され、第１プロセッサ４０へ送られる。
【００２０】
第１プロセッサ４０には、第１スコープ３０から送られてくるＲＧＢ各色の画像信号を処
理する第１映像信号処理回路４１が設けられている。第１映像信号処理回路４１では、Ｒ
ＧＢ各色毎の画像信号に対し、ガンマ補正処理およびホワイトバランス補正処理などが施
される。そして、様々な処理が施された後に映像信号が生成される。具体的には、ＲＧＢ
の映像信号に同期信号が付加されたＲＧＢビデオ信号（ＲＧＢＳ１）が生成されるととも
に、輝度信号および色差信号に複合同期信号が混合されたコンポジットビデオ信号（Ｖｉ
ｄｅｏ１）が生成される。ＲＧＢビデオ信号（ＲＧＢＳ１）およびコンポジットビデオ信
号（Ｖｉｄｅｏ１）は、それぞれ第１映像信号処理回路４１の第１映像出力端子ＩＰ１お
よび第１ビデオ出力端子ＶＰ１から出力される。
【００２１】
第１プロセッサ４０は、ＣＰＵ４２を有しており、白色光源４３や第１映像信号処理回路
４１の動作タイミング、第１ＣＣＤ３４におけるＲＧＢ映像信号の読出のタイミング、回
転カラーフィルタ４４の回転駆動等がＣＰＵ４２によって制御される。ＣＰＵ４２の第１
シリアルポートＳＰ１は、切替装置２００の切替回路２１０に接続される。また、ＣＰＵ
４２の第１キーボードポートＫＰ１は、切替え装置２００のキーボード切替回路２２０に
接続される。
【００２２】
第２スコープ５０および第２プロセッサ６０の構成は、撮像方式が異なること以外は、第
１スコープ３０および第１プロセッサ４０と同様であり、それぞれ符号に２０を加算して
示している。第２スコープ５０および第２プロセッサ６０では、撮像方式として同時単板
方式が適用されており、スコープ５０の先端にあるＣＣＤ５４の受光面上には、１チップ
のカラーフィルタ（図示せず）が設けられている。カラーフィルタは補色フィルタであり
、Ｙｅ（イエロー）、Ｃｙ（シアン）、Ｍｇ（マゼンダ）、Ｇ（グリーン）のフィルタ要
素がモザイク状に配置される。第２ＣＣＤ５４では、補色のカラーフィルタを通過する光
の色に応じた１フレーム分の画像信号が順次発生する。
【００２３】
第２映像信号処理回路６１では、第２ＣＣＤ５４から読み出される１フレーム分の画像信
号に基づいて、コンポジットビデオ信号（Ｖｉｄｅｏ２）およびＲＧＢビデオ信号（ＲＧ
ＢＳ２）が生成される。生成されたＲＧＢビデオ信号（ＲＧＢＳ２）およびコンポジット
ビデオ信号（Ｖｉｄｅｏ２）は、それぞれ第２映像信号処理回路６１の第２映像出力端子
ＩＰ２および第１ビデオ出力端子ＶＰ２から出力される。また、ＣＰＵ６２の第２シリア
ルポートＳＰ２は、切替装置２００の切替回路２１０に接続されるとともに、ＣＰＵ６２
の第２キーボードポートＫＰ２は、切替装置２００のキーボード切替回路２２０に接続さ
れる。
【００２４】
切替装置２００には、１台のモニタ（表示装置）１５０と、１つのキーボード（入力装置
）１７０と、モニタ１８５、キーボード１９０およびプリンタ１６０を有する画像ファイ
リング用コンピュータ１８０とが接続される。切替装置２００は、第１および第２プロセ
ッサ４０、６０のうち電源がＯＮ状態になっているプロセッサを選択する。また、切替回
路２００には信号切替スイッチ２３０が設けられており、この信号切替スイッチ２３０を
１回押すごとに、第１プロセッサ４０または第２プロセッサ６０が２者択一的に選択され
る。さらに、切替回路２００には、キーボード切替回路２２０に接続されたプロセッサタ
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イプ設定スイッチ（機種登録スイッチ）２４０が設けられており、このプロセッサタイプ
設定スイッチ２４０に対するオペレータの操作により、切替装置２００に接続された第１
、第２プロセッサ４０、６０の種類が検出される。
【００２５】
切替装置２００により第１プロセッサ４０が選択された場合、第１映像信号処理回路４１
から出力されたＲＧＢビデオ信号（ＲＧＢＳ１）は、切替装置２００の切替回路２１０を
介してモニタ１５０へ送られる。モニタ１５０では、ＲＧＢビデオ信号（ＲＧＢＳ１）に
基づいて、第１スコープ３０により撮像された被写体のカラー映像が表示される。
【００２６】
また、コンピュータ１８０は、切替回路２１０を介して、第１プロセッサ４０におけるＣ
ＰＵ４２の第１シリアルポートＳＰ１と第１映像信号処理回路４１の第１ビデオ出力端子
ＶＰ２とに接続される。これにより、シリアルデータ（ＲＳ２３２Ｃ１）が送受信可能と
なるとともに、第１映像信号処理回路４１から出力されたコンポジットビデオ信号（Ｖｉ
ｄｅｏ１）がコンピュータ１８０へ送信される。コンピュータ１８０では、コンポジット
ビデオ信号（Ｖｉｄｅｏ１）に対して圧縮等の処理が施され、これにより一連の検査によ
り得られた画像が光磁気ディスク等のコンピュータ用の記録媒体にファイリングされる。
【００２７】
さらに、切替装置２００により第１プロセッサ４０が選択されると、キーボード１７０は
、キーボード切替回路２２０を介してＣＰＵ４２の第１キーボードポートＫＰ１と接続さ
れる。キーボード１７０では、第１プロセッサ４０に対するプロセッサ処理（複数の表示
関連処理）を実行するための入力操作が行われる。このプロセッサ処理は、モニタ１５０
に表示される画面の表示に関連した処理を含む。
【００２８】
本実施形態では、プロセッサ処理として、患者名をモニタ１５０に表示する患者リストの
表示処理、検査などを行った医師名をモニタ１５０に表示する医師リストの表示処理、映
像が映し出されている画面を他の画面（拡大画面）に切り替える画面のリセット処理およ
び画面に表示される時刻を合わせる時計リセット処理が可能である。これらの処理は、図
２に示すキーボード１７０のファンクションキーＦ１～Ｆ４の操作によって実行される。
ファンクションキー（複数のスイッチボタン）Ｆ１～Ｆ４は、それぞれ順番に、患者リス
トの表示処理、医師リストの表示処理、画面リセット処理、時計リセット処理に対応する
。キーボード１７０には、オペレータがファンクションキーＦ１～Ｆ４に対応する処理を
それぞれ識別できるように、各処理の文字が記されたラベルＬＢがファンクションキーＦ
１～Ｆ４と向かい合うように貼り付けられている。
【００２９】
一方、切替装置２００により第２プロセッサ６０が選択されたとき場合、ＲＧＢビデオ信
号（ＲＧＢＳ２）が、切替回路２１０を介してモニタ１５０へ送られる。これにより、第
２スコープ５０により撮像された画像がモニタ１５０に表示される。同様に、コンピュー
タ１８０は、切替回路２１０を介してＣＰＵ６２の第２シリアルポートＳＰ２および第２
映像信号処理回路６１の第２映像出力端子ＩＰ２と接続される。これにより、第２スコー
プ５０により得られた画像がコンピュータ１８０により光磁気ディスク等にファイリング
可能となる。また、キーボード１７０は、キーボード切替回路２２０を介してＣＰＵ６２
の第２キーボードポートＫＰ２と接続され、これにより、第２プロセッサ６０に対するプ
ロセッサ処理がキーボード１７０の操作によって実行される。
【００３０】
このように、本実施形態の電子内視鏡システムでは、切替装置２００により第１および第
２プロセッサ４０、６０を選択可能とし、１台のモニタ１５０、キーボード１７０、コン
ピュータ１８０を第１および第２プロセッサ４０、６０で共用する。
【００３１】
図３は、切替装置２００におけるキーボード切替回路２２０を示すブロック図である。
【００３２】
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キーボード切替回路２２０は、キーボード１７０およびプロセッサタイプ設定スイッチ２
４０が接続されたキーボード情報メモリ２２６と、キーボード情報メモリ２２６からの信
号が入力されるキーボード信号バッファ回路２２２と、キーボードポートＫＰ１、ＫＰ２
および信号切替スイッチ２３０が接続された画像切替設定回路２２４とを有する。
【００３３】
画像切替設定回路２２４は、キーボードポートＫＰ１、ＫＰ２からの信号における電源ラ
インの信号を検出する。すなわち、第１および第２プロセッサ４０、６０のうち電源がＯ
Ｎ状態であるプロセッサを検出する。そして、電源がＯＮ状態であるプロセッサからの映
像信号をモニタ１５０へ送るため、プロセッサを選択するプロセッサ切替信号（選択信号
）ＳＳＷＳが画像切替設定回路２２４から出力される。出力されたプロセッサ切替信号Ｓ
ＳＷＳは、キーボード情報メモリ２２６、キーボード信号バッファ回路２２２および切替
回路２１０へ送られる。
【００３４】
キーボード情報メモリ２２６は、プロセッサタイプ設定スイッチ２４０に対する操作によ
って生じるキーボード設定信号（スイッチ信号）ＫＳＳと、画像切替設定回路２２４から
出力されるプロセッサ切替信号ＳＳＷＳとに基づき、キーボード１７０を操作することに
よって生じる信号（入力操作信号）を、接続された第１のプロセッサ４０もしくは第２の
プロセッサ６０に適合した信号（プロセッサ操作信号）に変換する。
【００３５】
キーボード信号バッファ回路２２２は、キーボード情報メモリ２２６からの出力信号を一
旦保持した後に、第１プロセッサ４０または第２プロセッサ６０に出力する。キーボード
信号バッファ回路２２２には、信号切替信号ＳＳＷＳが入力され、このプロセッサ切替信
号ＳＳＷＳに基づいて第１プロセッサ４０もしくは第２プロセッサ６０が選択される。な
お、信号切替スイッチ２３０に対する操作によっても、プロセッサ切替信号ＳＳＷＳが画
像切替設定回路２２４から出力される。
【００３６】
図４は、切替装置２００におけるプロセッサタイプ設定スイッチ２４０を示す正面図であ
る。
【００３７】
本実施形態において、面順次方式の第１プロセッサ４０と同時単板式の第２プロセッサ６
０には、それぞれ４種類のプロセッサが用意されており、それぞれ切替装置２００に接続
可能である。そして、プロセッサタイプ設定スイッチ２４０には、４個のスイッチＳＷ１
、ＳＷ２、ＳＷ３、ＳＷ４が設けられている。スイッチＳＷ１、ＳＷ２は、面順次方式で
ある第１プロセッサ４０および第１スコープ３０のためのプロセッサ登録を行うスイッチ
であり、スイッチＳＷ３、ＳＷ４は、同時単板式である第２プロセッサ６０および第２ス
コープ５０のためのプロセッサ登録を行うスイッチである。スイッチＳＷ１、ＳＷ２、Ｓ
Ｗ３、ＳＷ４の開閉状態とプロセッサの種類との対応関係を表１において示す。
【００３８】
【表１】
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【００３９】
表１に示すように、４種類ある面順次方式の第１プロセッサ４０と４種類ある同時単板式
の第２プロセッサ６０を、それぞれ「装置１」～「装置８」と表す。先に示した図１では
、「装置１」である第１プロセッサ４０が、「装置５」である第２プロセッサが、それぞ
れ切替装置２００に接続されている。
【００４０】
本実施形態では、電子内視鏡システムをセッティングするとき、切替装置２００に接続さ
れる第１および第２プロセッサ４０、６０の種類がプロセッサタイプ設定スイッチ２４０
を操作することよって登録される。例えば、第１プロセッサとして「装置１」が切替装置
２００に接続され、第２プロセッサとして「装置５」が切替装置２００に接続される場合
、スイッチＳＷ１、ＳＷ２、ＳＷ３、ＳＷ４の開閉状態は、図４に示すように、それぞれ
順番に、「開」、「開」、「開」、「開」となる。
【００４１】
図５は、キーボード情報メモリ２２６を示した図である。図５および次に示す表２に基づ
いて、キーボート１７０から送られてくる信号の変換処理について説明する。
【００４２】
表２は、第１プロセッサ４０の「装置１」、「装置２」および第２プロセッサ６０の「装
置５」、「装置６」それぞれについて、ファンクションキーＦ１～Ｆ４の操作に対応する
プロセッサ処理を示した表である。すなわち、ファンクションキーＦ１～Ｆ４とプロセッ
サ処理との対応関係（第１の対応関係）がプロセッサ毎に示されている。また、それに合
わせて、本実施形態におけるキーボード１７０におけるファンクションキーＦ１～Ｆ４と
プロセッサ処理との対応関係（第２の対応関係）を表２に示す。
【００４３】
【表２】

【００４４】
通常、撮像方式の違いによってプロセッサのシステムが異なるため、プロセッサ処理を行
う時のキーボードの入力操作（操作するファンクションキー）も撮像方式によって異なる
。例えば、「装置１」である面順次方式の第１プロセッサ４０では、ファンクションキー
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Ｆ２が操作されると、医師名のリスト表示処理が実行される。一方、「装置５」の同時単
板式の第２プロセッサ６０では、ファンクションキーＦ２を操作すると、モニタ１５０に
表示される時刻のリセット処理が施される。また、同じ撮像方式によっても、ファンクシ
ョンキーＦ１～Ｆ４の操作に対する処理は異なる。例えば、ファンクションキーＦ４が操
作されると、「装置１」の第１プロセッサでは時刻のリセット処理が実行され、「装置２
」の第１プロセッサ４０では医師名のリスト表示処理が実行される。
【００４５】
一方、キーボード１７０におけるファンクションキーＦ１～Ｆ４とプロセッサ処理との対
応関係は、「装置１」の第１プロセッサ４０と同一の対応関係に定められている。したが
って、「装置１」以外のプロセッサが選択された場合、所望する処理と異なるプロセッサ
処理が実行される場合が生じる。そこで、本実施形態では、選択されているプロセッサに
関係なく、ファンクションキーＦ１～Ｆ４のいずれかのキーを操作したときにその操作し
たキーに対応するプロセッサ処理が実行されえるように、キーボード１７０から送られて
くる信号の変換処理を行う。
【００４６】
図５に示すように、画像切替設定回路２２４（図３参照）から送られてくるプロセッサ切
替信号ＳＳＷＳおよびプロセッサタイプ設定スイッチ２４０の各スイッチＳＷ１～ＳＷ４
から出力されるスイッチ信号は、キーボード情報メモリ２２６の入力ｉｎ０、ｉｎ１、ｉ
ｎ２、ｉｎ３、ｉｎ４にそれぞれ入力される。
【００４７】
入力ｉｎ１～ｉｎ４は電圧Ｖｃｃに接続されており、スイッチＳＷ１～ＳＷ４が閉じた時
、入力ｉｎ１～ｉｎ４は接地する。すなわち、スイッチＳＷ１～ＳＷ４は、閉じている時
にはローレベルの信号「０」を、開いた時にはハイレベルの信号「１」を入力ｉｎ１～ｉ
ｎ４へ送る。画像切替設定回路２２４から入力ｉｎ０へ送られるプロセッサ切替信号ＳＳ
ＷＳは、第１プロセッサ４０が選択されている場合、ハイレベルの信号「１」となり、第
２プロセッサ６０が選択されている場合、ローレベルの信号「０」となる。一方、キーボ
ード１７０からは、ファンクションキーＦ１～Ｆ４の操作により操作信号Ｆ１～Ｆ４がそ
れぞれ出力される。
【００４８】
例えば、「装置１」である第１プロセッサ４０と「装置５」である第２プロセッサ６０と
が切替装置２００に接続され、「装置１」の第１プロセッサ４０が切替装置２００によっ
て選択されている場合（第１プロセッサから出力される映像信号がモニタ１５０等へ送ら
れている場合）、入力ｉｎ０～ｉｎ４に入力される信号のレベルは、それぞれ順番に、「
１」、「１」、「１」、「１」、「１」である。このとき、入力ｉｎ３、ｉｎ４に入力さ
れる信号のレベルは無視される。そして、キーボード１７０において、例えばファンクシ
ョンキーＦ１が操作されると、操作信号Ｆ１が入力ｉｎ５に入力される。
【００４９】
次に示す表３は、キーボード情報メモリ２２６に入力される信号に対応する出力信号をプ
ロセッサ毎に示した表である。ただし、ここでは、「装置１」、「装置２」の第１プロセ
ッサ４０と、「装置５」、「装置６」の第２プロセッサ６０のみ示している。
【００５０】
【表３】
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【００５１】
前述したように、本実施形態ではプロセッサ処理を実行するための入力操作（キー操作）
が「装置１」である第１プロセッサ４０に対する入力操作に一致しており、それ以外の他
の種類のプロセッサが切替装置２００によって選択された場合、操作信号を変換する。例
えば、「装置５」のプロセッサが切替装置２００によって選択されている場合、キーボー
ド１７０のファンクションキーＦ２が操作されると、操作信号Ｆ２がキーボード情報メモ
リ２２６へ送られる。表２に示すように、「装置１」の第１プロセッサ４０にとってファ
ンクションキーＦ２は医師リストの表示処理を実行するためのキーであるが、「装置５」
の第２プロセッサ６０にとってファンクションキーＦ２は時間のリセット処理を実行する
ためのキーである。そのため、入力された入力操作信号Ｆ２は、「装置５」の第２プロセ
ッサ６０にとって医師リストの表示をするキーであるファンクションキーＦ３に応じた操
作信号Ｆ３に変換される。この表３に示されるキーボード１７０からの操作信号Ｆ１～Ｆ
４と出力される操作信号Ｆ１～Ｆ４との対応関係はプロセッサ毎についてあらかじめ定め
られており、あらかじめキーボード情報メモリ２２６に記憶されている。
【００５２】
変換された操作信号Ｆ１～Ｆ４は、キーボードバッファ回路２２２を介して第１プロセッ
サ４０もしくは第２プロセッサ６０へ送られる。なお、「装置５」の第２プロセッサ６０
が選択された状態でキーボード１７０のファンクションキーＦ３が操作された場合、画面
リセットの処理が不可能であることからいずれの処理も実行されない。
【００５３】
図６は、切替回路２１０を示した図である。
【００５４】
切替回路２１０は、ＲＧＢビデオバッファ回路２１２、コンポジットビデオバッファ回路
２１４、シリアル信号バッファ回路２１６を備える。ＲＧＢビデオバッファ回路２１２に
は、ＲＧＢビデオ信号ＲＧＢＳ１、ＲＧＢＳ２が入力され、プロセッサ切替信号ＳＳＷＳ
に基づいて、いずれか一方のＲＧＢビデオ信号を保持されるとともに出力される。コンポ
ジットビデオバッファ回路２１４には、コンポジットビデオ信号Ｖｉｄｅｏ１、Ｖｉｄｅ
ｏ２が入力され、プロセッサ切替信号ＳＳＷＳに基づいて、いずれか一方のビデオ信号が
保持されるとともに出力される。シリアル信号バッファ回路２１８には、シリアルデータ
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ＲＳ２３２Ｃ１、ＲＳ２３２Ｃ２が入力され、プロセッサ切替信号ＳＳＷＳに基づいて、
いずれか一方のシリアルデータが保持されるとともに出力される。
【００５５】
このように第１の実施形態によれば、電子内視鏡システムに切替装置２００を設けれるこ
とにより、第１および第２プロセッサ４０、６０のうち一方のプロセッサがモニタ１５０
、コンピュータ１８０が接続される。このような切替装置２００により、モニタ１５０や
キーボード１７０などの周辺装置を複数用意する必要がなく、電子内視鏡システムの構築
も簡素化されるとともに、検査の作業効率も上がる。なお、３つ以上のプロセッサを切替
装置２００に接続させ、その中から一つのプロセッサを選択するように構成してもよい。
【００５６】
キーボート１７０のファンクションキーＦ１～Ｆ４のいずれかのキーが操作されると、そ
の操作されたキーに応じた操作信号が切替装置２００のキーボード情報メモリ２２６へ送
られる。そして、キーボード情報メモリ２２６では、操作されたキーに応じたプロセッサ
処理が実行されるように、入力された操作信号は、表３に基づき切替装置２００により選
択されたプロセッサに応じた操作信号に変換される。これにより、オペレータは、使用さ
れているプロセッサを考慮することなく、ラベルＬＢを見ながら所望するプロセッサ処理
をするファンクションキーＦ１～Ｆ４を操作すればよい。
【００５７】
なお、プロセッサ処理としては、前述した処理に限定されず、例えば、モニタ１５０に表
示される被写体像の輪郭強調などの処理で合ってもよい。また、キーボード１７０のファ
ンクションキーＦ１～Ｆ４以外のファンクションキー操作でプロセッサ処理をするように
してもよく、さらには、ファンクションキー以外のキー操作でプロセッサ処理を行っても
よい。
【００５８】
次に、図７～図１１を用いて、第２の実施形態である電子内視鏡システムについて説明す
る。第２の実施形態では、第１の実施形態と異なり、キーボード１７０にインジケータが
設けられ、キーボード１７０のファンクションキーＦ１～Ｆ４に対応する処理機能を選択
されているプロセッサに従って表示する。その他の構成に関しては、第１の実施形態と同
じである。
【００５９】
図７は、第２の実施形態である電子内視鏡システムのブロック図である。キーボード１７
０は、液晶表示パネルを設けたインジケータ３００を有し、インジケータ３００に関する
信号がキーボード１７０へ送られる。
【００６０】
図８は、キーボード切替回路２２０を示すブロック図である。
【００６１】
キーボード切替回路２２０は、キーボード信号バッファ回路２２２、画像切替設定回路２
２４の他に、キーボードインジケータ切替回路２２８を有する。キーボード１７０と接続
されるキーボード信号バッファ回路２２２は、キーボード１７０の出力信号を一旦保持し
た後に、第１プロセッサ４０または第２プロセッサ６０へ出力する。
【００６２】
キーボードインジケータ切替回路２２８では、プロセッサタイプ設定スイッチ２４０にお
ける操作によって生じるキーボード設定信号ＫＳＳと画像切替設定回路２２４から出力さ
れるプロセッサ切替信号ＳＳＷＳとに基づいて、キーボードインジケータ信号ＫＩＳが出
力される。キーボードインジケータ信号ＫＩＳがキーボード１７０へ送られると、切替装
置２００により選択されているプロセッサに応じたプロセッサ処理の文字情報（表示関連
処理文字情報）が表示される。
【００６３】
図９は、キーボードインジケータ切替回路２２８を示した図である。
【００６４】
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画像切替設定回路２２４から送られてくるプロセッサ切替信号ＳＳＷＳおよびプロセッサ
タイプ設定スイッチ２４０の各スイッチＳＷ１～ＳＷ４から出力されるスイッチ信号は、
キーボードインジケータ切替回路２２８の入力ｉｎ９０、ｉｎ９１、ｉｎ９２、ｉｎ９３
、ｉｎ９４にそれぞれ入力される。これら入力される信号に基づき、キーボードインジケ
ータ切替回路２２８では、キーボードインジケータ信号ＫＩＳが内蔵されたメモリ（図示
せず）から出力される。
【００６５】
キーボードインジケータ切替回路２２８では、入力ｉｎ９０に入力されるプロセッサ切替
信号ＳＳＷＳのレベルに従って、入力ｉｎ９１、ｉｎ９２、もしくはｉｎ９３、ｉｎ９４
に入力される信号のレベルが判断される。そして、入力されるそれぞれの信号レベルに基
づいて、キーボードインジケータ信号ＫＩＳがキーボード１７０へ送られる。キーボード
インジケータ信号ＫＩＳは、選択されているプロセッサの種類をキーボード１７０に伝え
る信号であり、「装置１」～「装置８」に対応するキーボードインジケータ信号ＫＩＳは
それぞれＥ１～Ｅ８で表される。
【００６６】
次に示す表４は、キーボードインジケータ切替回路の入力ｉｎ９０～ｉｎ９４とキーボー
ドインジケータ信号ＫＩＳとの関係を示した表である。
【００６７】
【表４】

【００６８】
例えば、「装置１」である第１プロセッサ４０と「装置５」である第２プロセッサ６０と
が切替装置２００に接続され、「装置１」の第１プロセッサ４０が切替装置２００によっ
て選択されている場合、プロセッサ切替信号ＳＳＷＳのレベルが「１」であることから、
スイッチＳＷ１、ＳＷ２から送られてくる信号のレベル（それぞれ「１」、「１」）に基
づき「装置１」に応じたキーボードインジケータ信号Ｅ１が出力される。このｉｎ９０～
９４に入力される信号とキーボードインジケータ信号ＫＩＳとの対応関係は、あらかじめ
データとして記憶されている。
【００６９】
図１０は、インジケータ３００全体を示した図であり、図１１はキーボード１７０上のイ
ンジケータ３００を示した図である。
【００７０】
インジケータ３００は、液晶パネルであるＬＣＤ３８０～３８３を有し、さらに、ＬＣＤ
ドライバ３４０、キー操作処理名メモリ３５０とを有する。４つのＬＣＤ３８０～３８３
は、それぞれ順番にファンクションキーＦ１～Ｆ４に対応するように並んで配置されてい
る（図１１参照）。
【００７１】
ＬＣＤ３８０～３８３は、ＬＣＤドライバ３４０によって駆動され、ＬＣＤドライバ３４
０にはキー操作処理名メモリ３５０が接続されている。ＬＣＤドライバ３４０は、切替装
置２００から送られてくるキーボードインジケータ信号ＫＩＳ（Ｅ１～Ｅ８）に基づいて
、キー操作処理名メモリ３５０にアクセスし、表示すべき文字情報を読み出し、ＬＣＤ３
８０～３８３に表示する。
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【００７２】
次に示す表５は、キー操作処理名メモリ３５０に格納される文字情報のデータを示す。た
だし、ここでは、「装置１」、「装置２」の第１プロセッサ４０および「装置５」、「装
置６」の第２プロセッサ６０に対応するデータのみ示す。
【００７３】
【表５】

【００７４】
表５に示すように、キー操作処理名メモリ３５０には、ＬＣＤ３８０～３８３に表示すべ
き文字情報となる「患者リスト」、「医師リスト」、「画面リセット」、「時計リセット
」および無定義のファンクションキーに対する「なし」の表示データが格納されており、
キーボードインジケータ信号ＫＩＳＳに応じた文字情報のデータがＬＣＤドライバ３４０
によって読み出される。図１１では、「装置１」に対する文字情報が表示されているが、
「装置５」である第２プロセッサ６０が切替装置２００により選択された場合、ＬＣＤ３
８０～３８３では、「患者リスト」、「時計リセット」、「医師リスト」、「なし」とい
う順番で文字情報が表示される。
【００７５】
このように第２の実施形態によれば、切替装置２００のキーボードインジケータ切替回路
２２８から出力されるキーボードインジケータ信号ＫＳＳに基づいて、プロセッサ処理の
文字情報がＬＣＤ３８０～３８３にそれぞれ表示される。このとき、切替装置２００によ
り選択されているプロセッサに関するファンクションキーＦ１～Ｆ４とプロセッサ処理と
の対応関係に従って文字情報が表示される。したがって、オペレータは、表示される文字
情報の中から所望するプロセッサ処理の文字情報と向かい合うファンクションキーを操作
すればよい。
【００７６】
【発明の効果】
以上のように本発明によれば、スペースの効率および作業効率が上がるとともに、プロセ
ッサを操作するキーボードなどの周辺機器の操作方法に関し、適切かつ効率よく操作を行
うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　第１の実施形態である電子内システムのブロック図である。
【図２】キーボードの一部を示した図である。
【図３】　切替装置内のキーボード切替回路を示すブロック図である。
【図４】　切替装置のプロセッサタイプ設定スイッチを示すブロック図である。
【図５】　切替装置内のキーボード情報メモリを示すブロック図である。
【図６】切替装置内の切替回路を示す平面図である。
【図７】　第２の実施形態である電子内視鏡システムのブロック図である。
【図８】　第２の実施形態のキーボード切替回路を示すブロック図である。
【図９】　第２の実施形態のキーボードインジケータ切替回路を示すブロック図である。
【図１０】　第２の実施形態のインジケータを示すブロック図である。
【図１１】　第２の実施形態のキーボードのファンクションキーを示す図である。
【符号の説明】



(16) JP 4448237 B2 2010.4.7

10

３０　　　第１スコープ
５０　　　第２スコープ
４０　　　第１プロセッサ
６０　　　第２プロセッサ
１５０　　モニタ（表示装置）
１７０　　キーボード（入力装置）
２００　　切替装置
２２０　　キーボード切替回路（操作信号変換手段）
２２６　　キーボード情報メモリ
２４０　　プロセッサタイプ設定スイッチ（機種登録スイッチ）
３００　　インジケータ（文字情報表示手段）
３８０　　液晶デバイス（複数の表示部）
３８１　　液晶デバイス
３８２　　液晶デバイス
３８３　　液晶デバイス
Ｆ１　　　ファンクションキー（複数のスイッチボタン）
Ｆ２　　　ファンクションキー
Ｆ３　　　ファンクションキー
Ｆ４　　　ファンクションキー

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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